	軽合金鋳物製造業


生産額の多くを占める自動車用は27年末頃から、一般機械用はさらに早く同年夏頃から減少基調にある。今後についても、量産品の海外生産移管や、鋳物からダイカストへの製造法変更などによる国内需要の縮小の懸念から、見通しは厳しい。
生産は減少基調
軽合金鋳物の多くを占めるアルミニウム鋳物の全国の生産動向は、生産額の多い自動車用は27年末頃から、一般機械用は同年夏頃から減少基調にある（表）。
ある企業では、最も売上げの多かった製品の得意先が、需要の増加に伴って形状を簡略にして製造法を鋳造からダイカストに変えたため、大幅に受注が減少した。また自動車部品がメインの企業では、若者の車離れなどによる国内自動車需要の減少に加え、自動車の車種間の部品の共通化などによる試作品の減少、量産品の海外生産移管、海外製部品の輸入拡大などにより、売上げが減少している。
利益確保も厳しい
原料となるアルミ価格は2年前に比べてやや低下しているが、樹脂、けい砂、粘結剤、フラックスなどの副資材や、燃料のガス代、運送費などの物流コストが上がり、利益確保も厳しくなりつつある。そこで企業は、これら価格上昇に関するデータを資料にまとめるなどして、得意先との値上げ交渉に臨んでいる。
収益確保への取組

　こうした中である企業では、現状の技術レベルを維持するだけでは生き残れないとの危機感から、得意先の機械メーカーの製品設計段階から参画し、メーカーの設計技術者と一緒に肉薄化などの技術開発に取り組んでいる。また、現金払いなどの支払い条件の良い顧
客には、自社倉庫での保管サービスを提供している。
また、自動車部品がメインの企業では、軽量化が必要な部品の鉄からアルミへの素材変更を提案するなどして、他の産業機械分野からの受注拡大を図っている。　
　設備投資は低調
このような状況の中で、設備投資は低調である。ある企業では、今は先の見通しが立たず、生産現場から機械の買い換え要請があるが、需要が落ち込む中で、設備投資には慎重にならざるをえず、老朽化して仕上げのバリ取り作業の手間を増やす要因となってきた金型の更新など、最小限の更新投資にとどめている。別の企業でも、設備投資は最近3年ほど行っておらず、機械の性能を落とさないためのメンテナンスを行うにとどまっている。
マイナス金利の影響からか銀行から低金利での融資の勧誘を受けることが多くなった企業もあるが、先行き不透明感から借入れには慎重となっている。

人材確保も課題
人材確保も課題となっており、ある企業では、生産管理など必要な部門の人材が確保できないという。また別の企業では、製造現場の高い技能をもつベテラン社員が定年を迎え、引き続き勤続を求めたものの、退職されてしまい、その補充ができず、生産性が低下するなどにより受注にも支障が出てきている。
今後の見通しは厳しい
今後の見通しは厳しいとする企業が多い。ただ軽合金鋳物を製造する企業数が減少しているため、様々な業界から見積もりの依頼はあるという企業が多い。対応できる品種の幅を広げつつ、多品種少量で短納期の生産への対応力を高めるなど、小回りを利かせながら、受注した仕事を着実にこなし、信用と実績を積み重ねていくことが一層重要となってきている。
（須永　努）

表　アルミニウム鋳物生産の推移（全国）
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合計 一般機械用 輸送機械用 その他用

自動車用 その他の輸送機械用

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比

　　　23年

258,255

-1.8

10,436

1.8

237,418

-1.9

226,265

-2.2

11,152

5.8

10,402

-4.2

　　　24年

274,406

6.3

9,824

-5.9

253,699

6.9

241,836

6.9

11,863

6.4

10,883

4.6

　　　25年

271,737

-1.0

9,899

0.8

251,190

-1.0

237,960

-1.6

13,231

11.5

10,647

-2.2

　　　26年

282,146

3.8

10,527

6.3

260,356

3.6

246,323

3.5

14,032

6.1

11,264

5.8

　　　27年

284,939

1.0

10,325

-1.9

264,113

1.4

249,296

1.2

14,816

5.6

10,501

-6.8

26年 1～3月

69,337

3.6

2,524

9.8

63,922

3.1

60,311

2.9

3,611

7.5

2,891

9.2

4～6月

67,795

-0.1

2,646

4.6

62,288

-0.7

58,952

-0.9

3,336

3.2

2,861

11.1

7～9月

71,046

5.0

2,675

8.9

65,510

4.4

62,075

4.2

3,435

7.7

2,861

15.5

10～12月

73,968

6.8

2,682

2.6

68,636

7.7

64,986

7.8

3,650

5.8

2,650

-10.1

27年 1～3月 71,722 3.4 2,703 7.1 66,192 3.6 62,423 3.5 3,769 4.4 2,826 -2.2

4～6月 68,441 1.0 2,618 -1.1 63,416 1.8 59,902 1.6 3,514 5.3 2,407 -15.9

7～9月 71,704 0.9 2,536 -5.2 66,686 1.8 62,933 1.4 3,753 9.3 2,482 -13.2

10～12月 73,074 -1.2 2,467 -8.0 67,819 -1.2 64,038 -1.5 3,781 3.6 2,787 5.2

28年 1月

22,104

-5.9

807

-8.9

20,427

-5.7

19,217

-5.8

1,210

-4.8

870

-6.0

2月

22,829

-3.0

842

-6.1

21,074

-3.0

19,727

-3.6

1,347

7.3

913

-0.9

資料：経済産業省『生産動態統計年報　鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計編』『生産動態統計月報』

（注）従業者20名以上の事業所。


※業界の概要と大阪の地位と特徴は、平成24年４～６月期の調査内容を参照のこと
業種別景気動向調査　平成28年（2016）年1～３月期
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